
〒854-8501 長崎県諫早市永昌東町24-1　独立行政法人 地域医療機能推進機構　諫 早 総 合 病 院
TEL 0957-22-1380　FAX 0120-1388-35　URL https://isahaya.jcho.go.jp　E-mail isahaya-renkeishitsu@jcho.go.jp

2026

Vol.44
Isahaya General HospitalJCHO

独立行政法人地域医療機能推進機構

諫早総合病院

連携室だより連携室だより
循環器内科
診療科紹介

診療体制としては、山口研児副院長、児島正純医師、諸
岡俊文医師、森民生医師、米倉剛の5人体制です。
2025年度の入院患者数は502名、平均在院日数は12.7
日でした。病院全体で323床のうち当科は６階Ａ病棟に季
節によって変動がありますが平均で15～20人の入院患者
がいます。当科入院患者の半分が心不全患者、４割がカテー
テルやペースメーカー植え込みなどの侵襲的検査・治療を
行う患者、その他1割という内訳になります。入院患者の
６～７割は緊急入院となっています。県央地区の基幹病院
として救急搬送や紹介患者を積極的に受け入れており365
日当番を決め循環器救急に対応できるようにしています。
冠動脈疾患の診療では経皮的冠動脈インターベンション

（PCI）を施行する際は何らかの検査で虚血の証明が求め
られるようになったこと、またPCI後はルーチンで再造影
は行わなくなったことより全国的な傾向として冠動脈造
影、PCIは減少傾向にあります。当院でも急性心筋梗塞や
不安定狭心症における緊急でのPCI数はこの数年著変あり
ませんが、待機的に行う予定でのPCI数はこの１、２年で
減少しています。不整脈の治療に関してはペースメーカー
の治療がこの４、５年で変化しました。従来型の本体を胸
の皮下へ埋め込むペースメーカーに加え、ペースメーカー
本体と電極が一体化した小型のペースメーカーをカテー
テルを使って直接右心室に固定させるリードレスペース
メーカー（※）を
個々の患者に合
わせて行ってお
ります。

本年７月中旬から約40日間は心臓カテーテル装置の更
新工事に伴い心臓カテーテル検査・治療を一時休止してお
りました。その間、近隣の先生方には患者様の紹介や診療
に際しまして大変ご不便、ご迷惑をおかけしましたこと、
心よりお詫び申し上げます。無事に新しい装置の導入によ
り、これまで以上に安全かつ精度の高い検査・治療を提供
できる体制を整えております。
多職種でのカンファレンス（心臓リハビリ、退院支援カ
ンファ）、医療支援チーム（緩和ケア、認知症ラウンド、
感染制御チームなど）の支援を受けて多面的に安心できる
医療の提供を心がけています。特に近年増加している心不
全の再入院に関しては令和８年度診療報酬改定では「心不
全再入院予防継続管理料」が新設され、退院後の患者様を
地域で継続して診療していただく際の連携がこれまで以上
に重要となっています。今後、この制度の概要や実際の運
用について、地域の先生方に知っていただくための勉強会
の開催を企画する予定としております。
今後も地域に根付いて親しみやすく、気軽にご紹介頂け
るような診療科を目指していきますのでよろしくお願いし
ます。

（文責：米倉　剛）

※リードレスペースメーカー

カテ装置：Trinias（島津社製） CT装置：Revolution Frontier
（GE社製）



　10月１日に雲仙温泉　東園にて南高医師会の先生方との連携会を開催しま
した。当院におけるロボット支援下手術の現状についてご紹介させていただ
き、その後は懇親会も開催し、直接ご意見をいただくなど南高医師会の先生
方との顔の見える関係を築くことができました。県央・県南医療圏の今後を
見据え、当院が地域において果たすべき役割を今一度考え、さらなる地域医
療連携の充実を図ることで、近隣の医療提供体制の維持・発展に尽力してい
きたいと思います。お忙しい中、ご参加いただきました皆様へ感謝申し上げ
ます。

令和8年度 南高医師会病診連携会

2 2026年10月 Vol.44

令和8年度 病診連携会 開催報告
　当院では、地域の医療機関の先生方との一層の連携強化を目的とし、去る
６月４日㈭、グランドパレス諫早において「諫早総合病院 病診連携会」を開
催いたしました。
　当日は、地域の先生方や医療スタッフなど、計34名の皆様にご参加いただ
きました。お忙しい中でのご参加、心より御礼申し上げます。
　今回の連携会では、今年度より就任した院長新任挨拶の他、各診療科紹介、
研修医活動紹介を行いました。ご参加いただいた先生方からは、｢救急医療に
期待している」｢ロボット手術の進歩に驚いた」｢質の高い研修医教育をして
もらいたい」などのお声をいただきました。連携会の後は懇親会を行い、直
接意見交換ができる大変貴重な機会となりました。
　これからも地域の医療機関の皆様に信頼される病院を目指して、地域医療
の発展に貢献してまいります。今後とも変わらぬご指導とご支援を賜ります
よう、よろしくお願い申し上げます。

　８月４日に長崎大学病院の三浦　清徳先生をお招きし、県央・県南
医療圏の産婦人科の医療機関を対象に今後の県央・県南医療圏での産
婦人科医療の展望について講演会を開催いたしました。県央・県南医
療圏では少子高齢化や人口減少などの問題で産婦人科領域の医療提供
体制が危機的状況にあります。当院を含め圏域内で急性期を担う医療
機関で対応する疾患を明確にすることで、より安心で安全かつ早期に
治療を行うことが可能になると考えておりますので、引き続きのご助
力をお願いいたします。お忙しい中、ご参加いただきました先生方へ
感謝申し上げます。

令和8年度 産婦人科 講演会
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①専門領域　②コメント

腎臓内科　医師　髙尾れいら
たか お

①腎臓内科一般
②地域医療に貢献できるよう尽力
　いたします。どうぞよろしくお
　願いいたします。

認知症講演会～認知症を知ろう！～ 開催しました。
　令和８年９月５日㈯、西諌早公民館にて住民向けの認知症講演会を開催
しました。「認知症を知ろう！」をテーマに、認知症専門医による講演の他、
認知症に関する相談コーナーや認知機能検査体験の場を設け、159名の方に
参加いただきました。
　多くの皆様にご参加いただきありがとうございました。今後も諫早市や
地域包括支援センター、介護施設等の方々と協力し、認知症になっても安
心して生活できる地域づくりに貢献できるよう取り組んでまいります。

参加者アンケートより（一部抜粋）
・病気の特徴や最新の治療法、治療の実態についてユーモアを交えながら
　非常に分かりやすく紹介していただきました。
・オレンジカフェの大切さ、当事者の話が伺えて良かった。
・こんなカフェがあることはとても良い事である。ご本人ご家族にとって
　いい場がもっとできる事を切に希望する。
・認知症について広く認知度を上げることは社会全体で必要だと思ってお
　り、今後も講演会を楽しみにしております。

New Face

保健師　今里　幸代

９月より、地域医療連携室に所属となりました今里
幸代と申します。これまでは健康管理センターに勤務
し、主に健康診断・特定保健指導・受診勧奨に関わっ
ておりました。「生活」を見る視点や特定保健指導で
磨いた傾聴とアセスメント力を活かし、患者様が退院
した後も安心して健康に暮らせるように医療と生活
をつなぐことができたらと考えております。地域関係
者の皆様と連携を図れるよう努めていきたいと思い
ますので、よろしくお願い申し上げます。



〈急を要する紹介は、地域医療連携室を介さず直接担当医に御連絡ください。〉
予約受付時間 月～金 8：30～11：00（11：00以降については、翌日の取扱となります） 休 診 日 土曜日・日曜日・祝日

年末年始（12月29日～１月３日）
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諫早総合病院　地域医療連携室

麻 酔 科

産婦人科

放射線科

山口　　碧
－ －

泌尿器科

眼　　科

診療科 曜日診察

内　　科

消化器外科
一般外科
呼吸器外科
乳腺外科

月 火 水 木 金

橋本さつき

泊　　慎也
平野　優大
東郷　政明

山口研児　森　民生

整形外科

脳神経外科

滝田　裕之

三潴　正秀
髙橋　　潔

－

小 児 科

皮 膚 科

奥野　香織

－－

－

奥野　香織
林田　拓也

－

－

　

－

岸川　泰宏

歯科口腔外科 吉冨　　泉 吉冨　　泉 －

五反田恵理

　

花谷　祐未
原　　肇秀原　　肇秀

慢性疾患外来

本田　祐造
西　紘太朗

三潴　正秀

滝田　裕之
西　紘太朗

髙橋　　潔

－

－

坂口　　純
計屋　知彰
渡邊　新太
中西　裕美 計屋　知彰

耳鼻咽喉科
14：30～16：00

佐々木理代

藤川　敬太
松尾巴瑠奈
藤川　敬太

髙尾れいら
本田紗也加
吉田　有希

中嶋　遥美

北之園英明

占部　智勇

辻野　耕平
川原　一郎

福岡秀敏　白石斗士雄

－
－

則松　希遊
溝上　明成
溝上　明成

吉田　有希
本田紗也加

千綿　雅彦

坂本　良輔

溝田　貴光

西牟田雅人　富永哲郎
富永　哲郎

－

中嶋　遥美
津田　晃輝

本田　祐造
西田　晃人

－

－

溝田　貴光

溝田　貴光

辻野　耕平
辻野　耕平

－

－
－

本田紗也加
吉田　有希
髙尾れいら
佐藤　椋史
津田　晃輝

北之園英明

辻野　耕平

辻野　耕平
北之園寛子
占部　智勇
川原　一郎

溝田　貴光
溝田　貴光

ER（当番医師）
－
－－

松本　博文
村岡　昌司

－

占部　智勇

占部　智勇

藤川　敬太

藤川　敬太

坂本　良輔
本田紗也加

中嶋　遥美 佐藤　椋史

千綿　雅彦

占部　智勇

福岡秀敏　若田幸樹
－
－
－

－ －
－

辻野　耕平
溝田　貴光
辻野　耕平
溝田　貴光
辻野　耕平
溝田　貴光
占部　智勇
占部　智勇

－
髙尾れいら
坂本　良輔

宇津木聖章
－

松本　博文
松本博文　松本　恵

川原　一郎
－

乳児健診（要予約）
14：00～

ストーマ外来（要予約）

※新患外来は
　原則午前中
　となります

諫早総合病院外来担当医一覧表 令和８年10月１日現在

新患・旧患
旧患

新患・旧患
旧患

新患・旧患
旧患

新患・旧患

新患・旧患

旧患

新患
旧患

当日緊急紹介

新患

新患

新患
（地域連携枠）
院内紹介

（医師枠で事前予約）

旧患

当日緊急紹介（脳卒中以外）
脳卒中対応

第１・３・５
（神経）

第１・３
（心臓）

第４
（アレルギー） 佐々木理代第2

（アレルギー）

辻野　耕平
北之園寛子

永吉　洋介
田川　隆太
森﨑　智仁
東郷　政明

米倉　剛　児島正純

泊　　慎也
宿輪　尚孝
宮下　香世

山口　研児

川原　一郎

平野　優大
永吉　洋介

森﨑智仁　澤　友里佳
澤　友里佳
森　　民生
児島　正純

AM
PM

AM
PM

－ 平　　　篤

二次検診

松尾巴瑠奈

岩田　知真

松尾巴瑠奈AM

陶山　一彦AM

則松　希遊AM
藤川　敬太
則松　希遊

AM
AM 松尾巴瑠奈AM

北之園寛子PM

占部　智勇
北之園寛子PM

占部　智勇
北之園寛子PM

－
－ －

－ 諸岡　俊文

藤川　敬太

－

吉田　有希

諸岡　俊文

溝上　明成

田川　隆太
泊　　慎也
宮下　香世
宿輪　尚孝
米倉　　剛

山田　洸夢
発育外来
14：00～

林田　拓也
山下　未央

脳神経

呼吸器

消化器

循環器

心リハ・不整脈

リウマチ
膠原病

腎　臓

糖尿病・
内分泌

血　液

馬場　健吉 馬場　健吉
第1・3・5週
第2・4週

北之園英明
千綿　雅彦

総合診療

救急部
新患・旧患
旧　患

新患・旧患
ストーマ外来

新患・旧患

新患・旧患

新患・旧患
新患・旧患

要相談
専門外来
その他
14：00～

新　患
旧　患

新患・旧患

旧　患

急　患

新患・旧患

新患・旧患
小児専門外来
術前外来
緩和ケア外来

婦人科

産　科
新患・旧患
院外紹介
院内紹介

※　　　　　は新患（紹介患者）担当医師　　　　　　　　　　　　　＊各科受付時間は、８：30から11：00まで

黒﨑　真紀
宇津木実季
－

岸川　泰宏

山本　昌和

原　　肇秀
五反田恵理
中西　裕美

渡邊　新太

濵田　　梢

山本　昌和

岩田　知真

宇津木実季

山下　彦馬
－

岩田　知真

－
酒井　一介

濵口　大輔

増田　　拡
林　　秀行　・　福田　雅俊　・　竹ノ下慎太郎

吉冨　　泉 吉冨　　泉

五反田恵理
原　　肇秀

花谷　祐未
五反田恵理

計屋　知彰

中西　裕美

坂口　　純

計屋　知彰

坂口　　純

渡邊　新太

黒崎　真紀

山本　昌和
－

岸川　泰宏岸川　泰宏
村上　有美

山本　昌和
－

大塚　雅和

西田　晃人
本田　祐造

酒井　一介
－

山本　昌和
－

渡邊新太　中西裕美

中西　裕美

坂口　　純

増田　　拡

濵口　大輔

岸川　泰宏
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